
 

 

 

 

 

 

 

 各種ＯＤＦソフトウエアによるｄｅｆｏｕｓ処理別処理結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月１０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＸＲＤによる極点図ではｄｅｆｏｃｕｓ補正が必要になるが、その補正法は 

 ｒａｎｄｏｍデータによるｄｅｆｏｃｕｓ処理とＯＤＦ解析結果のＲｐ％から更なる 

 再ｄｅｆｏｃｕｓ処理を加えることでより良い結果が得られます。（ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦの活用） 

 しかし手数がかかるため、簡易的にＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅなどによる再ｄｅｆｏｃｕｓ処理で

 良い結果が得られました。 

 ＬａｂｏＴｅｘでは 

  http://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/ODFPoleFigure2/ODFPoleFigure2.pdf 

  の１０．Ｒｐ％の最適化 

 ＭＴＥＸは 

  http://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC3-MTEX/defocus-redefocus-MTEX.pdf 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦは 

  http://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC2/defocus-redefocus-StandardODF.pdf 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓは 

  http://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC2/defocus-redefocus-TexTools.pdf 

 に纏めました。 

 これらの結果を比較してみます。 
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ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり＋再ｄｅｆｏｃｕｓの方位プロファイルをＯＤＦで比較 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり＋再ｄｅｆｏｃｕｓのＮＤ逆極点図３６ＢｏｘプロファイルをＯＤＦで比較 

 


